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  令和７（２０２５）年 １１月２７日  第９号 

 ＜学校教育目標＞ 

愛：豊かな心をもち、人とのつながりを大切にする生徒 

健：心身ともにすこやかで、逞しく生きる生徒 

創：知性をみがき、自らを活かそうとする生徒 

重点教育目標  『 見通しをもち主体的に行動できる生徒の育成 』 
                 知内町立知内中学校 知内町字重内22-1 ℡5-5024 

教諭 谷内 雄樹 

教諭 南部 菜里 

 中学校の給食は、生徒たちにとって単なる昼食ではありません。心身ともに大きく成長するこの時期に、

必要な栄養を確保し、「自律した食生活」を送るための基盤を築く大切な学びの場です。 

献立作成を担当する栄養教諭として、生徒たちが「食」への関心を深め、将来にわたって健康な生活を送

るための知識と実践力を育むことを目指しています。旬の食材や地場産物を取り入れることで、地域の恵み

や食文化への理解も深めています。 

ご家庭でも、ぜひ給食の話題で食卓を囲んでみてください。「今日のメニューはどうだった？」 

「どんな食材が入っていた？」といった会話が、生徒たちの食への意識を高めるきっかけになります。 

学校と家庭が連携し、生徒たちが「食べること」の大切さを理解し、

心身ともに健やかに成長できるよう、これからも食育を推進してまい

ります。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 
←給食アンケートで圧倒的１位だった「照り焼きチキン」です。 

この日はお祝い献立で赤飯もありました。 

 

～わたしのせいじゃない～

先日、２年生の道徳の授業を行う機会がありました。教科書に掲載されている絵本「わたしのせいじゃな

い」から、いじめについて考える学習です。この教材を通して、子どもたちに公正・公平について考えさせる

とともに、差別や偏見のない社会を築こうとする意欲や態度を育ませることを目標に授業を行いました。 

絵本はクラス内に起こったいじめについて、「みんなが叩いていたから」、「わたしは見ていただけ」、「いじめ

られている本人に問題がある」など無関係を装った傍観者の立場で書かれています。そして「わたしのせいじ

ゃない？」と絵本は問いかけます。絵本の最後は、「飢餓に苦しむアフリカの幼児」、「タンカー事故で石油まみ

れの水鳥」、「少年兵」、「先進国のごみの山」などの実際の写真６枚で締めくくられます。 

 「学級のいじめとこれらの写真につながりはあるのか？」生徒たちは熟考します。遠い世界の出来事もクラ

ス内のいじめも「わたしのせいじゃない」と無関心さから起こるのではないかと推測していきます。有名なマ

ザー・テレサも「愛の反対は憎しみではない。無関心だ」とも語っています。生徒たちは「友達が困っていた

ら助けたい。」、「世界の様々な問題も自分に責任がないとは言い切れない。」など感想を述べていました。クラ

スや学校のみならず、世の中で起こっている様々な事象を自分事と捉え、まずは知ること、関心を持つこと、

そして行動に移すことが大切だと生徒たちは気付き、責任ある行動をとっていこうと決意を示していました。 

授業を終えて、自分の興味のあることだけでなく、様々な問題を自分のこととして考える良い機会になった

と考えます。中学生という時期は、一気に社会や世の中の仕組みなどが頭に入ってくる時です。お子様ととも

に身近な問題に加え、グローバルな問題についても話をしてみてはいかがでしょうか？ 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１２月の主な行事予定 

１（月）保護者懇談・三者懇談～２日 

３（水）給食後下校 部活動無し 

５（金）SC来校 

１２（金）SC来校 

１７（水）職員会議 ５時間授業  

１９（金）SC来校 

２５（木）終業式 

２６（金）冬季休業～１月１４日 

２９（月）学校閉庁日～１月３日 

全学年参観授業

 １０月３０日全学年授業参観を行いました。今

回は総合的な学習の時間の発表で、１年生は「農

業体験」２年生は「宿泊研修」３年生は「見学旅

行」がテーマでした。パソコンを使ったり、小道

具をつくったりして、どのグループも授業を参観

いただいた皆様が楽しめるような工夫をしていま

した。お忙しい中多くの保護者の方に来ていただ

きました。ありがとうございます。 

 １１月２１日に「北海道こどもの意見反映推

進事業」で北海道の農業について意見交換をす

る授業を行いました。Ｑ１「北海道が日本の食

料供給地域であり続けるために何が必要か？」

とＱ２「今後北海道農業にどのように関わって

いくか？」についてグループで討議しました。

Ｑ１では、「ロボットを使う」「農業の楽しさや

素晴らしさをＳＮＳで発信する」「海外から人を

よぶ」、Ｑ２では、「生きていることに感謝す

る」「地産地消を心がける」「ボランティアで手

伝う」などの意見が出されました。 

 １１月１７日に函館財務事務所の方を講師に、３年

生が財務を学ぶ授業を行いました。日本の財政の仕組

みを学んだ後、５つのグループに分かれ、予算編成を

協議しました。「ガソリンは増税」「防衛費を増やす」

など、しっかりと理由を考えながら予算編成を行いま

した。この授業の様子は、ＮＨＫのニュースや、新聞

でも報道されました。 

  


